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>ピエール・カルロッティ

第20回日仏会議

持続可能な建築物
環境グルネル会議

2008年11月18日
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環境グルネル会議とは：
• 長いプロセス
• 目標達成には、建築部門が間もなくキーとなるように
思えた

• 全者にとっての良い機会

グリーンビルへの新しい衝動…

主な目標：
1. エネルギー

• 新築の住宅ビル：2012年にC < 50 KWh/㎡/年
• 他の新築ビル：2010年にC < 50 KWh/㎡/年
• 2020年：すべての新築ビルは、«前向きなエネルギー»とす
ること

• 改築：2020年に消費量を38％削減
2. 炭素サイクル
3. 健康問題
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建築方法は、進化する以外にない：
• 構想は、明確にし、規制に導入されねばならない
• 工学的手法やガイドラインは、進化する以外にない
• 新しい評価方法や検定が必要となる

…これが前人未到の変異の引き金となる

現場労働者の構成に大きな問題

建築部門の自然慣性：
労働者1,500,000人
企業300,000社
工学部門175,000人
建築家30,000人
…
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例：エネルギー分野

•現在、新築ビル 120～150 KWh/㎡/年
•現況の規制には絶対的な閾値がない

採択までほんの2年間

現況の規制：
最低レベルを執行
する制約と見られ
ている

将来の規制：
優秀さの探究を促進
する機会を設ける

フランスの建築物：
エネルギーの40％
温室効果ガスの23%
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CSTBへの影響

CSTBは、建築の持続可能な品質と安全性を担当するフ
ランス国立の機関
責務は、変異を予測し、支援することである

この難問に直面するには、建築2012年プロジェクトが
2008年3月に始動した

CSTBは、特に研究プログラムを通じてこれらの問題を見据えてすでに
組織されていたが、変異は、研究よりも他の分野にも影響をもたらす
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構成材と建築規模：
建築2012年プロジェクト

1. 評価と認証

2. 工学的手法とガイドラインの適応

3. 応用研究開発

4. 管理組織の支援

5. CSTB業務方法の課題
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構成材の評価と認証
(1)より良い構造化に向けて

フランスでの評価：
•技術アグレマン
•認証

したがって、特定のニーズ（保険、技術的危害…）に
立ち向かうために表面的な評価を主に作成する

•持続性基準ですべての評価を選抜する必要性
•「グリーン」影響により革新性の評価をスピードアップする必要性
•構成材から建築物へと規模を上げる必要性
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構成材の評価と認証
(2)革新性合格

フランスでは：
•工事担当会社の破綻の怖れ・司法の遅さ

•建築士やプロジェクトマネジャー（現場監督）の
技術的な意味合いの理解度が低い
施主と工事担当会社に10年間の保険を義務付け

革新性は保険加入が難しい
施主はあきらめる

保険に加入せずに進行する
（違法）

既存ツール：
•技術的評価（2年間）

•技術実験契約（単一の工事現
場）

新規ツール：
革新性合格

•技術的評価前の第一ステップ
（必須ではない）
•早い（3か月）
•簡略化

 3段階
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工学的手法・ガイドライン

新築ビル 改築

プロジェクト
マネジャーが
いる場合

X X

プロジェクト
マネジャー不
在の場合

X X

主要部門の特定（新築・改築）

新規・改良DTUの改訂

評価ツール

4～5年以内に2千万ユーロ
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健康や環境に対する影響評価

構成材 建築物

INIES

ELODIE

ライフサイクル解析

健康＋快適性

FDES

建築製品
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建築物の認証：

SB Alliance（持続可能な建築連盟）に向けて

第14回2008年4月：パリの英国大使館にてプレゼンテーション
第22回2008年9月：持続可能な建築08プレゼンテーション（メルボルン）

コアシステム

現場での適応性

現場での適応性

現場での適応性

現場での適応性

現場での適応性

現場での適応性
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（持続可能な建築連盟）
研究指向型評価機関
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建築物の認証：
HQEEラベルに向けて

エネルギー効率の良い建築への道

会員

3つのエネルギー効率の良い建築モデル：
• 消費量が低い（PassivHaus、Minergie…）
• エネルギーの生産（LEED、
• 複数の目標（HQE…）

CSTBの子会社であるCertiveaは、複数目標のHQE+E
評価の一部としてEffinergieラベルを発行する
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地区や市の規模：
2020年持続可能都市プロジェクトに向けて

持続可能性は、単に建築物規模だけでは考えられない

 CSTBは、地区や市単位の規模でも行動する

•水源
•騒音
•交通
•天候、風、汚染
• …

新興都市・既存都市
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CSTB業務方法への課題

早く考え
より効率的に考える
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